
4.環境問題とエネルギーの関係

環境問題から求められる省資源・省エネ

地球環境問題とエネルギーとのかかわり

地球温暖化、酸性雨、オゾン層の破壊、砂漠化などの地球環境問題のうち、地球温暖化についてはその過半が

ＣＯ2を原因としており、さらにその８割は石油、石炭等の化石燃料に起因するなど、エネルギー消費と密接な

関係にあります。
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環境保全と経済成長の調和2

環境保全と経済成長の調和を図ろうとすれば、両者を媒介する位置づけにあるエネルギーについて、その有

効利用を進めながら、非化石燃料供給（クリーンエネルギー）の促進などに取り組んでいくことが重要です。

●トリレンマの構造

経済発展とエネルギー消費、および地球環境問題はお互いに密接に関係し、個別に切り離して考えることは

できません。このような状態を「トリレンマ」と呼んでいます。世界はいま、エネルギー資源の枯渇や環境

破壊を防ぎつつ、経済発展を維持していくこと（持続可能な発展）をキーワードに、トリレンマに対する解

決策を模索しています。

今日、環境問題といわれるものには、大きくは

地球規模で被害が発生しているものと、限定さ

れた地域(とくに都市）で被害が発生しているも

のに大別されます。

●環境問題の分類
現代の産業構造において一定の経済成長をするために

は、エネルギー消費が必要不可欠となっています。しか

も現在、一次エネルギーの大部分を化石燃料に依存して

いるため、化石燃料等により発生するＣＯ2はエネルギー

消費が増加するにつれ、その排出量も増加し、地球の温

暖化を進める結果になっています。

●地球温暖化とエネルギー需給

地球の温暖化を進めている要因を量的に表してみると、

エネルギー消費による影響度がおよそ半分を占めていま

す。

●1980年代における人間活動の地球温暖化への  
　 部門別影響度

産業・生活関連

エネルギー系環境
（地球温暖化、酸性雨）

非エネルギー系環境

オゾン層破壊、有害廃棄物の越境

移動、海洋汚染

自然生態系環境
（森林破壊、砂漠化、野生生物種減少）

発展途上国の公害問題

従来型産業公害
（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動等）

自然生態系環境

都市型・生活型環境（廃棄物等）
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温暖化は化石燃料（石油・石炭など）の使用によるＣＯ2

の増加を主な原因としていますが、他にもフロンやメタ

ンガスなど多くの物質が原因となっており、それらを総

称して「温室効果ガス」と呼んでいます。

●温室効果ガスが地球温暖化に与えてきた影響度 (1992年）

（注）1.オゾン寄与を除く。
　　　2.ＣＦＣ＝クロロフルオロカーボン
　　　3.ＨＣＦＣ＝ハイドロクロロフルオロカーボン

二酸化炭素
63.7％

メタン
19.2％

亜酸化窒素
5.7％

他のＣＦＣs
1.2％

ＣＦＣとＨＣＦＣ
10.2％

資料：「環境白書」平成14年版（総説） 環境省
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●地球問題対策の総合的推進

（法　　　律）省エネルギー法の改正、省エネルギーリサイクル支援法の制定

（機　　　構）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の機能の拡充

（予　　　算）石炭ならびに石油および石油代替エネルギー対策特別会計の改組・拡充

（財政投融資）エネルギー環境対策推進支援のための財政投融資の抜本的拡充

（税　　　制）エネルギー環境対策推進のための支援税制の創設（省エネルギー、リサイクル、
　　　　　　　環境技術研究開発等）

環境保全 経済成長
エネルギー需給安定
（地球温暖化問題）

エネルギー需給
構造の改革

①エネルギー有効利用
　の対策の推進

②地域エネルギー有効
　利用システムの構築

③非化石エネルギー供
　給促進対策の推進

環境調和型経済社会

構造の構築

④環境調和型企業行動の促進

⑤環境調和型消費者行動の促進

⑥国、地方公共団体等の取り組み

⑦リサイクルの推進

⑧その他の個別課題

　・製品使用の長期化

　・包装適正化

　・物流効率化

　・低公害車の開発・普及

地球再生計画

⑨地球環境保全の
　ための技術開発

⑩エネルギー環境
　分野における
　国際協力

・エネルギー環境
　技術開発の推進

・地球環境産業技術
　研究開発の推進

・経済協力の推進

・グリーン・エイド・
　プランの推進

・エネルギー環境
　国際協力の推進

国際的枠組み
形成への貢献

⑪地球環境問題に関する
　国際的枠組みの形成

⑫貿易対策と環境政策の
　調和を図る国際的枠組
　みの形成

⑬地球再生計画の国際的
　展開

⑭２国間協力および地域
　間協力の推進

資料：「自動車工業」 Ｖol.27

①総合的、長期的視点に立った取り組みの必要性

②あらゆる主体による対応の必要性

③技術による対応の必要性（技術によるブレークスルー）

④国際的取組みの必要性

⑤環境、経済、エネルギーの三位一体の取り組みの必要性


